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日
本
橋
は
、

東
京
都
中
央
区

の
日
本
橋
川
の

上
に
架
か
る
橋

と
し
て
慶
長
８

年
（
１
６
０
３

年
）、
徳
川
家

康
の
開
府
に
よ
り
付
近
の
町
割
り
と
同
時
に
、
堀
の

整
備
の
た
め
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
将
軍
家
の
命
に

よ
っ
て
建
築
さ
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
橋
と
し
て
日

本
橋
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
は
第
20
代
目
に
あ
た
り
、
明
治
44

年
（
１
９
１
１
年
）
建
造
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
橋
長
は
27
間
（
約
49
ｍ
）、
幅

員
は
15
間
（
約
27
ｍ
）
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
式
の
石
橋

で
す
。
関
東
大
震
災
時
に
も
被
害
が
な
か
っ
た
こ
の

橋
は
、
そ
の
設
計
建
築
技
術
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま

す
が
、
さ
ら
に
、
橋
の
柱
に
書
い
て
あ
る
「
日
本
橋
」

の
文
字
は
徳
川
最
後
の
将
軍
慶
喜
公
の
直
筆
で
す
。

日
本
橋
北
詰
東
側
は
魚
河
岸
と
呼
ば
れ
、
関
東
大

震
災
を
機
に
築
地
に
移
転
す
る
前
ま
で
こ
こ
に
あ
り

ま
し
た
。
周
辺
の
通
り
に
は
多
く
の
問
屋
が
軒
を
連

ね
、
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
に
も
あ
る
よ
う
に
大
い
に

賑
わ
い
、
現
在
の
日
本
銀
行
本
店
の
地
（
日
本
橋
本

石
町
）
に
は
金
座
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

呉
服
問
屋
街
と
し
て
も
江
戸
経
済
の
中
心
的
な
役
割

を
担
い
ま
し
た
。
日
本
を
代
表
す
る
三
越
デ
パ
ー
ト

は
伊
勢
松
坂
出
身
の
三
井
八
郎
衛
門
高
利
が
こ
の
地

で
越
後
屋
呉
服
店
を
開
き
、
三
越
の
名
称
は
三
井
の

「
三
」
と
越
後
屋
「
越
」
に
よ
っ
て
屋
号
と
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
南
詰
め
に
は
日
本
橋
で
呉
服
商
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
後
に
百
貨
店
と
し
て
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
白
木
屋
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
歴
史
は
三
越
の
創
業
を
さ
か
の
ぼ
り
、
寛
文
２

年
（
１
６
６
２
年
）、
初
代
大
村
彦
太
郎
可
全
が
日
本

橋
２
丁
目
に
小
間
物
屋
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
そ
の
後
身
で
あ
る
東
急
百
貨

店
ビ
ル
も
な
く
な
り
、
日
本
橋
コ
レ
ド
と
い
う
複
合

商
業
ビ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
橋
周
辺
に
は
こ
う
し
た
デ
パ
ー
ト
の
他
に
江

戸
時
代
か
ら
続
く
多
く
の
老
舗
が
あ
り
ま
す
。
初
代

嘉
兵
衛
が
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
年
）
に
江
戸
に
出

店
し
、
茶
・
紙
類
を
商
い
現
在
も
続
く
山
本
山
も
そ

の
一
つ
で
す
。
小
網
町
、
室
町
、
小
舟
町
、
本
石
町
、

人
形
町
、
蛎
殻
町
、
茅
場
町
、
兜
町
な
ど
江
戸
を
偲

ぶ
た
く
さ
ん
の
町
名
が
今
も
周
辺
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
記
：
井
上
象
英
）

ぶらり東京の旅・ブック・レビュー

会計センスが身につく本。主人公「由紀」が父親の
突然の死により、父親の会社を受け継ぐことに…。
ストーリー仕立ての展開で、すっと頭の中に会計の
言葉が入ってきます。会計の仕組みも図解でわかり
やすく、今まで苦手だった「会計とは」のおもしろ
さを知るヒントが散りばめられた一冊。

著：林　總
刊：ダイヤモンド社
四六版  232ページ  1575円（税込）

ブ
ッ
ク
・
レ
ビ
ュ
ー

ぶ
ら
り
東
京
の
旅

日
本
橋

餃子屋と
高級フレンチでは、
どちらが儲かるか？

話
題
の
本
を
紹
介

世界から注目されてきた経済大国・日本を世界各地
で語られ、笑いを誘ったジョークをこの本に凝縮。
海外からみる日本の姿を改めて実感できます。ちょっ
と心と体を「お休みモード」にするとき、傍らにお
いてこの本を読んでみませんか。読んでいるうちに、
ぷっと噴き出してしまいそうです。

著：早坂　隆
刊：中央公論新社
新書版  238ページ  798円（税込）

世界の日本人ジョーク集

女性会初の試みとして、ビジネスフェスタを開催致します。女性会会員だけでなく、東商会員にも自社PRをするビッグチャンスです。
「開運＆10歳若返るエイジレスメイク」講演も同時開催いたします。皆様、ぜひおいでください。詳細は事務局まで。

東商女性会　ビジネスフェスタ
　〜とく得プラザ“夢の祭・展”〜 3月26日（月）16：00〜19：00（予定）　東京商工会議所国際会議場

来場者
募集!!
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千
葉
千
枝
子
◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
『
ラ
ジ
オ

ほ
っ
と
タ
イ
ム
』（
毎
週
月
曜
日
）
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
の
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
を
通
年
で
担
当
、
出
演
中
。

武
藤
正
子
◦
『
日
経
新
聞
』（
平
成
18
年
６
月

22
日
）
光
が
丘
内
、
親
子
で
近
居
が
増
え
て
い

る
と
コ
メ
ン
ト
。

久
家
道
子
◦
『
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
ョ
ッ
プ
』（
平
成
18
年

６
月
号
か
ら
連
続
数
ヶ
月
）
プ
チ
ポ
ア
ン
「
い

や
し
の
ポ
ー
チ
」
機
内
・
機
外
誌
に
。（
Ｊ
Ａ
Ｌ

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
推
薦
の
「
い
い
も
の
す

す
め
隊
」
に
出
た
ポ
ー
チ
の
案
内
）

中
村
文
子
◦
『
と
ら
ば
ー
ゆ　

№
32
』（
平
成

18
年
８
月
２
日
）「
こ
れ
が
女
の
出
世
道
」
起

業
に
至
る
道
の
り
や
仕
事
へ
の
思
い
を
語
る
。

『
日
経
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
』（
平
成
19
年
１
月
号
）「
新

サ
ラ
リ
ー
ウ
ー
マ
ン
幸
せ
研
究
所
」
後
輩
の
や

る
気
を
出
し
た
い
読
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

大
野
木
真
理
◦
『
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
新
聞
』（
平
成
18
年
10
月
４
日
）美
眼
は
美
顔
、

眼
の
美
容
院
を
設
立
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

塚
本
夏
代
◦
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
『
お
江
戸
粋
い

き
！
金
継
ぎ
』（
平
成
18
年
10
月
22
日
）
伝
統

の
茶
道
で
は
陶
磁
器
の
欠
け
、
割
れ
を
純
金
等

で
繕
う
こ
と
を
紹
介
。

今
井
美
津
恵
◦
フ
ジ
テ
レ
ビ
『
こ
た
え
て
ち
ょ
ー

だ
い
』（
平
成
18
年
11
月
15
日
放
映
）
定
年
退
職

後
の
男
の
自
立
は
料
理
が
で
き
る
こ
と
。

綾
乃
ひ
び
き
◦
『
産
経
新
聞
』（
平
成
18
年
11
月

20
日
～
24
日
）
歌
い
手
の
視
点
か
ら
日
本
の
子

守
唄
を
紹
介
。

藤
沢　

薫
◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス（
平
成
18
年
11

月
20
日
放
映
）
新
宿
歌
舞
伎
町
区
役
所
通
り
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
長
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。『
読
売
新
聞
』（
平
成
18
年
11
月

18
日
）『
朝
日
新
聞
』『
東
京
新
聞
』『
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ッ
ポ
ン
』『
毎
日
新
聞
』『
産
経
新
聞
』
他

（
平
成
18
年
11
月
21
日
）

脇
田
直
枝
◦
『
財
界
』（
新
年
特
別
号
お
よ
び

平
成
18
年
11
月
30
日
号
）
高
齢
女
性
経
営
者
の

取
材
紹
介
。

石
井
幸
子
◦
『
全
国
賃
貸
住
宅
新
聞
』（
平
成

18
年
12
月
18
日
）
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
た
賃
貸
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
特
に
人
気

の
高
い
主
宰
す
る
お
茶
の
水
税
経
に
な
る
と
座

席
、
レ
ジ
ュ
メ
の
獲
得
が
激
化
。

木
村
蓉
子
◦
『
週
刊
ビ
ル
経
営
』（
平
成
19
年

１
月
１
日
）「
ビ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
前
線
」

屋
上
緑
化
編
、
テ
ナ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
と
環
境
を

考
え
た
経
営
方
針
と
し
て
紹
介
。

加
藤
六
代
◦
『
テ
レ
ビ
埼
玉
』（
平
成
19
年
１

月
９
日
）『
テ
レ
ビ
千
葉
』 （
平
成
19
年
１
月
10

日
）『
テ
レ
ビ
神
奈
川
』（
平
成
19
年
１
月
12
日
）

「
ダ
ン
ス
は
一
番
」
桂
由
美
先
生
と
の
協
同
企

画
に
つ
い
て
。

木
原
啓
子
◦
『
Ｐ
Ｈ
Ｐ
カ
ラ
ッ
ト
』（
平
成
19

年
２
月
号
）
人
と
地
球
の
未
来
の
為
に
健
康
と

地
球
環
境
の
改
善
。

荒
川
旬
美
◦
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（
平
成
19
年

２
月
17
日
放
映
）「
１
日
で
体
質
改
善
!?　

花

粉
症
お
さ
ら
ば
ツ
ア
ー
」「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

腸
も
み
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

  

昨
年
は
第
８
回
（
グ
レ
ン
オ
ー
ク
ス
Ｃ

Ｃ
）、
第
９
回
（
蓼
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
一
泊
の

ゴ
ル
フ
）、
第
10
回
（
セ
ブ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド

Ｃ
Ｃ
）
と
、
ま
た
、
10
月
に
は
小
金
井
Ｃ
Ｃ

で
山
口
会
頭
を
囲
む
ゴ
ル
フ
、
と
同
好
会
ゴ

ル
フ
も
楽
し
い
１
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

  

さ
て
、
平
成
19
年
は
２
月
に
南
房
総
で
新

年
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
第

11
回
は
５
月
、
つ
づ
い
て
７
月
に
は
恒
例
に

な
り
ま
し
た
蓼
科
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
宿
泊
の
ゴ

ル
フ
、
第
13
回
は
９
月
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
同
好
会
の
人
数
も
57
名
と
増
え
、
今
年

も
皆
で
楽
し
い
会
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
記
・
保
田
和
江
）

■
３
月
５
日（
月
）

　

第
２
回　

新
会
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
３
月
12
日（
月
）

　

東
商
女
性
会
・
関
商
女
性
連　

共
催
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
安
倍
洋
子
氏
、
阿
川
佐
和
子
氏

ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
」

■
３
月
26
日（
月
）　

　

東
商
女
性
会　

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ

〜
と
く
得
プ
ラ
ザ
“
夢
の
祭
・
展
”
〜

■
４
月
18
日（
水
）

　

東
商
園
遊
会

■
５
月
17
日（
木
）

　

関
商
女
性
連　

総
会
（
群
馬
大
会
）

■
６
月
５
日（
火
）

　

第
３
回　

新
会
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

■
６
月
６
日（
水
）　

　

東
商
女
性
会　

会
員
総
会

■
８
月
29
日（
水
）　

　

東
商
女
性
会　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

平
成
18
年
４
月
第
10
号
よ
り
10
ヵ
月
、『
東
商
Ｌ
Ａ

Ｄ
Ｙ
』
第
11
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
通

常
４
月
・
10
月
の
年
２
回
発
刊
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

年
度
末
に
編
集
作
業
が
重
な
る
等
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
２
月
末
、
８
月
末
に
変
更
さ
せ
て
頂
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
方
に
は
た
い
へ
ん
お

待
た
せ
致
し
ま
し
た
事
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
少
子
化
」。
表
紙
は
親
子
の
絆

を
テ
ー
マ
に
し
た
画
像
を
選
び
ま
し
た
。
原
稿
・
編

集
ま
で
全
て
部
員
の
手
で
制
作
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
方
に
、
よ
り
一
層
分
か
り
易
い
、
役
に
立
つ
情
報

を
お
送
り
す
る
べ
く
、
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
、

御
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

情
報
・
広
報
部
リ
ー
ダ
ー　

石
野
康
子

東
商
女
性
会
の
今
後
の
主
な
行
事
予
定

〈
平
成
19
年
３
月
１
日
〜
９
月
30
日
〉

編
集
後
記

※
数
多
く
の
会
員
の
方
よ
り
「
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
」
掲
載
希
望
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

掲
載
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
前
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
方
を
優
先
い
た
し
ま
し
た
。
掲
載
を
申
し
込

み
の
会
員
全
員
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
誌
面
を
通
じ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

❖ 

メ
デ
ィ
ア
に
登
場 

❖

メディアに登場・行事予定・編集後記

ゴルフ同好会
訃
報
（
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
）

谷
口　

晴
子　

様

（
有
限
会
社
ア
ル
ス
社
代
表
取
締
役
）
が

平
成
18
年
８
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
68
歳
）。
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東商女性会
組織基盤強化活動「パワーアップ　　　　 」
 会員募集　目標　　会員を目指して

交流の拡大、発言力の強化、事業の充実のために、
お知り合いの女性経営者で当女性会に未加入の方がいらっしゃいましたら、

是非一声お掛け下さいますようお願い申し上げます。

2007年2月28日  第11号

11 2007.2

会長・副会長　挨拶

第2回蓼科サマーセミナー

第38回全商女性連三重全国大会

第22回関商女性連総会甲府大会

東商園遊会、警視庁本部・国会議事堂視察会

第1回研修会、第2回研修会

平成18年度会員総会、新入会員オリエンテーション

第211回例会、女性経営者ミーティング in 福島

チア！　ビジネスウーマン2006 in 東京

証券取引所・日銀視察会、第1回新会員とのランチミーティング

新年懇親会

特集　少子化問題　私たちにできること
ぶらり東京の旅「日本橋」ほか




